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１次評価 Ｃ ２次評価 Ｃ ３次評価 Ｃ 

 

■市営上九沢団地整備 （平成１３～１５年度）  ３８７戸 

■市営田名塩田団地整備（平成１３～１９年度）  ２５０戸 

■市営大野台住宅整備 （平成１７～１８年度）   ６２戸 

■今後の整備予定 

 （仮称）市営南台団地整備事業 計画戸数２７３戸 整備予定（平成２０～２５年度） 

 （仮称）市営並木団地整備事業 計画戸数１７０戸 整備予定（平成２１～２４年度） 

■市住宅基本計画の見直し（平成１９～２１年度） 

平成１５年に市税収入が大幅な減少となったため、公営住宅建設等の大規模事業の事業実施を遅延せ

ざるを得なかったため、目標達成がかなわなかったが、中期的には、合併を踏まえた住宅基本計画の見

直しにより目標達成を図りたいと考えている。 

高齢者や障害者住戸の整備についても上記理由により、目標達成がかなわなかった。 

住宅に困窮する世帯に良質な居住水準の市営住宅を計画的に供給します。 

 また、高齢者や障害者のための福祉的機能を備えた市営住宅の整備を推進します。 

１ 施策の目的 

２ 取組み（目的達成するため、課題解決に向けて取り組んだ内容・事業） 

３ 実績値の分析（目標値に対する実績値について、取組み内容の効果・成果を分析する） 

４ 平成２０年度評価結果（３次評価での指摘事項及び意見） 

◆課題が明確となっていないので、課題を明確化した上で、指標設定を改めて検討する必要がある。 

◆目的に対する成果が市民にわかるような指標「応募倍率」やコスト指標である「民間の借り上げ率」

などを検討する必要がある。 

 



 

 

改善項目 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

①課題の整理                   

                  
○課題の明確化 

                  

       ●           ○解決策の検討・反映 
 （住宅基本計画の策定）        素案           

                  
 

                  

②成果指標の設定                   

     ●             
○指標の検討・設定 

     設定             

                  
○基準値・目標値の検討 

                  

                   
                   

                   

                  
 

                  

                   
                   

                   
                   

 

平成 20 年 平成 21 年
５ 改善に向けたスケジュール 

平成 22 年 


